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光吸収層材料の元素分析事例

光吸収層材料の元素分析メニュー

ペロブスカイト型太陽電池の高効率化を実現するためには、光吸収層材料の組成や不純物元素
濃度を把握することが重要である。ICP発光分光分析法、ICP質量分析法およびイオンクロマトグ
ラフィーにより材料中の無機元素分析が可能である。

ペロブスカイト型太陽電池光吸収層材料の
組成・不純物分析
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ICP-MSによる金属不純物分析結果

ICP質量分析法 (ICP-MS)EE

ICP発光分光分析法 (ICP-AES)EE

イオンクロマトグラフィー (IC)EE

他の手法で評価できる場合有EE
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ICP-AESによる組成分析

ICによるハロゲン分析

注) 3桁目は参考表示

約60種の金属元素の定性分析や着目元素の定量分析
についてppmレベルで評価できる。

二重収束(高分解能)型ICP-MSを活用することで、通常
の四重極型では干渉を受けるPやRhについても高感度
な分析が可能である。

Iを含めたハロゲンを%レベルで一括して評価可能である。
純水により試料から抽出したハロゲンを対象とした分析で
あればppmレベルで評価できる。

PbとIの組成比を得ることが可能である。

光吸収層材料中の金属不純物はICP-MSにより高感度に評価することができる。組成はICP-AESにより分析可能であるが、
Pb, Iを損失させない前処理を適用することが重要である。

IC：イオン交換体を固定相としたカラム内で試料溶液中のイオン成分を分離する手法。無機イオンを高感度に分析できる。

ICP-MS：溶液化した試料をプラズマ内に導入し、生成したイオンを質量分析計で測定する手法。最も高感度な無機元素の定量分析法。

ICP-AES：プラズマ内で励起された原子・イオンが放出する光の強度と波長から無機元素を定量する手法。繰り返し精度が非常に高い。

溶液化処理においてPb, Iを損失させない工夫が必要。

ICP-MS, ICP-AES, ICはいずれも溶液を測定
対象とする分析手法であるため、測定前には
試料の前処理（溶液化処理）が必要である。

試料提供：京都大学 若宮淳志教授
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